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して見られる限界を指摘し、それが示唆する今後の SLA 研究の方向性を論じる。 
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1．はじめに 
近年日本語教育研究では、「構成主義的教育観」へのパラダイム転換（佐々木, 2006）に
伴い、社会的視点に基づく第二言語習得 1（Second Language Acquisition, SLA）研究が
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社会文化理論（Sociocultural Theory, SCT）は、ヴィゴツキー（L. S. Vygotsky）を中
心に展開された、人間の精神機能への社会的・歴史的・媒介的アプローチを指す（Lantolf 
& Thorne, 2006）。SCT の主な主張は「人間の精神機能は根本的に、文化的人工物、活動、
















（ヴィゴツキー, 2001, pp. 267-268）。同様の考えは、子供が独立して課題を解決できる発
達の段階と、大人の指導やより有能な仲間との協働を通して課題を解決できる潜在的な発
















ことを通して発達を遂げるのである（高木, 2008, p. 22）。 




摘も見られるが（西口, 2013, pp. 72-73）、SCT に基づく SLA 研究はむしろ、上で確認し
た高次精神機能の発達に関する彼の洞察（高次精神機能の社会的起源、媒介手段としての
言語の重要性、他者統制から自己統制への移行、ZPD など）を受け継ぐ形で展開している。 
SCT の考えに基づくと、L2 の発達は、個人が L2 を用いた自己統制の状態になることを
意味する（Lantolf & Thorne, 2006）。例えば、ESL 学生とチューターの間の作文指導の
やりとりを縦断的に分析した Aljaafreh & Lantolf（1994）は、明示的な援助を受けて間
違いを修正できる状態にいた学生が、暗示的な援助のみ、または、援助なしでも間違いを
修正できるようになっていく過程を、媒介手段の内化による他者統制から自己統制の移行
として記述している。他にも L2 学習における媒介に注目した研究としては、L2 学習者同





ら自覚的に使用できる状態へと変化することを L2 習得における「言語発達」」（p. 130）
と捉え、それを支援するための言語教育の必要性を論じている。 
一方、L2 教育では、ZPD の概念を基盤とした「ダイナミック・アセスメント（Dynamic 
Assessment, DA）」が行われつつある（小村, 2009; Poehner, 2009 など）。DA は学習者の
学習可能性に注目する、評価と指導を融合させた新しい評価方法である（小村, 2009）。
DA では、「学習者を評価するということは、学習者の潜在的な学習可能性を引き出す領域

































ZPD の概念を用いた先行研究が指摘するように、scaffolding は novice と expert の間の相
互行為に限られるものではなく（Dicamilla & Anton, 1997）、また、それらのカテゴリー
自体も行為の偶発的な過程の中で再定義され得る（Mondada & Pekarek Doehler, 2004）。
しかし、ZPD が「発達」を説明するための概念であることが十分に認識できず、L2 学習
を所定の経路を辿る一元的な過程（＝発達）として捉えたままでは、SLA 研究が、母語話








































ことを意味する（西口, 2001, pp. 107-108）。彼女らの言う学習とは、人々が実践共同体へ
の参加を通して自身の行為と活動への理解を変化させていく過程であり、必然的に行為の
変化、共同体の中での位置の変化、アイデンティティの変化を伴う、「全人格」（whole 
person）（レイヴ＆ウェンガー, 1993, p. 25）に関わる問題である。LPP 論は「学習を必須
の構成要素とする社会的実践へのかかわりを記述する手段として提示されたもの」（レイヴ
＆ウェンガー, 1993, p. 9）であり、そこではメンバーの実践へのアクセスのデザインや分
業の在り方に焦点が当てられる（上野, 2006; 香川・茂呂, 2003）。 
LPP 論において学習は、「実践のために組織化された社会的グループ」（ソーヤー, 2006a, 










 ― 6 ―  
 
1993, pp. 32-33）。このような意味でレイヴ＆ウェンガー（1993）は、LPP を、変化する





ウェンガー, 1993, pp. 83-84）。そのような状況において、知識、技能、認知、能力は、複
数の人と人工物の間に分散されたものとして、したがって、実践共同体の中に存在するも
のとして捉えられる（ブラウン他, 1992; 香川・茂呂, 2003; ソーヤー, 2006a など）。 
3.2 SLA 研究への導入 
状況的学習論に基づくと、L2 の学習は、学習者が L2 を用いて行われる実践に十全的に
参加していく過程として解釈できる。L2 の使用は、実践を構成する一部となり、アイデン
ティティや共同体の組織化と切り離せないものとなる（ソーヤー, 2006a, p. 63）。L2 学習
は、それがいかなる言語項目の学習であれ、実践への参加と結びついた形で理解される。 
L2 学習を参加という観点から捉えると、L2 学習における実践共同体をいかに定義する
かが問題となる（Brouwer & Wagner, 2004; 西口, 2001）。状況的学習論に基づく SLA 研
究の多くは、学習者が行う実践そのものを通して構築される共同体を実践共同体として捉
えようとする。それは、例えば、学習者が L2 を学ぶ教室だったり（窪田, 2004）、留学生
が所属する研究室だったり（ソーヤー, 2006b）、継続的なやりとりを行う二人のペアだっ




















































































言語社会化（Language Socialization）は、Ochs と Schieffelin の一連の研究（Ochs, 1988; 
Ochs & Schieffelin, 1984 など）によってその大枠が示された、novice が他者との相互行
為を通して社会的グループの有能なメンバーになっていく過程を、言語を切り口として捉
えようとする言語人類学の理論的または方法論的枠組みである。そこでは、談話分析や民
族誌の方法を通して、「言語使用を通した社会化と言語使用への社会化」（Ochs, 1988; Ochs 
& Schieffelin, 2008 など）を捉えることが試みられる。言語社会化は、日本の SLA 研究
では言及されることが少ないが（Cook, 2008, p. 313）、それは日本の言語研究に言語人類
学の理論が十分に導入されていない現状と無縁ではないと思われる（cf. 小山, 2008）。 
言語社会化の基盤となる信条は、「言語はローカルな社会・文化的構造をコード化した象
徴的体系としてだけでなく、社会的および心理的現実を構築するためのツールとして研究




する（Ochs, 1988; Ochs & Schieffelin, 2011）。言語社会化は、言語を常にコンテクストと
の関連から捉える言語人類学的指向性を有しており、特にマクロコンテクストへの注目と
いう点において他の社会理論と区別できる（Duff & Talmy, 2011）。 
言語社会化の研究は、novice と expert の間の、繰り返し現れる相互行為のパターンに
注目するというアプローチをとる（Duff & Talmy, 2011; Ochs & Schieffelin, 2011）。
novice は、expert との間で繰り返し行われる相互行為への参加を通して言語社会化を遂げ
ていく。ただし、それは必ずしも一方向的な過程ではなく、双方向的（Duff & Talmy, 2011）
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為を通して、自身の expert としての役割やアイデンティティに社会化していくのであり
（Duff & Talmy, 2011）、novice が expert の信念に挑戦し、それを変化させることもあり
得る（Cook, 2006）。さらに、novice－expert の関係も不変ではなく、したがって、言語
社会化は内在的な緊張を有する過程として捉えられる（Ochs & Schieffelin, 2011）。 
4.2 SLA 研究への導入 
言語社会化は言語習得の問題に焦点化した枠組みであり、すでに多くの SLA 研究にお
いて用いられている。「第二言語社会化」（Duff, 2011）とも呼ばれるそれらの研究では、




























語社会化研究はより柔軟な枠組みへと変容を遂げている（cf. Duff & Talmy, 2011; Ochs & 











（1984）や Ochs（1988）などの古典的研究、Ohta（1999）などの SLA 研究に見られる
ように、多くの言語社会化研究では、novice が expert との反復した相互行為を通して社
会化していく過程のみに焦点が当てられており、その中で expert がどのように変化するか
は十分に考慮されていなかった（He, 2003a）。また、expert は novice が到達すべきモデ
ルとなり（Rampton, 1995）、言語社会化はスムーズでシームレスな過程として描かれて
いた（He, 2003a）。さらに、novice を社会化させるための expert の努力のみが強調され、
novice は受動的で均一な社会化の受容者として仮定されていた（He, 2003b）。 
近年の言語社会化研究は、言語社会化を双方向的な過程として捉え直し、novice の能動







































学習や発達に関する独自の理論を有しないという点にある（Brouwer & Wagner 2004; 
Duff & Talmy, 2011; Mori, 2007 など）。 
CA は、エスノメソドロジーから相互行為を分析するための基本的な視点を受け継いで
おり、それ独自の原則を有する（Gardner, 2008; Heritage, 2008; Seedhouse, 2004 など）。
本節では、その中でも、参加者の視点からの相互行為の記述、そして、発話とコンテクス
トの捉え方という二つの側面から CA の認識論および方法論を確認することにする。 
他の談話研究と区別される CA の特徴の一つとして、unmotivated looking（Gardner, 









行為を行うための能力、すなわち、相互行為能力（Interactional Competence, 5.2 を参照）
を明らかにすることであり、したがって CA は相互行為能力の解明を目指すものであると






供する（Mortensen & Wagner, 2012）。発話はコンテクストによって形作られると同時に、



















5.2 SLA 研究への導入 
上述したように、CA は学習や発達に関する独自の理論を有しない。そのため、CA を援
用する SLA 研究（以下、CA-SLA）の多くは、本稿で検討した三つの理論的枠組みのいず
れか（あるいは、その複数）に依拠して L2 学習を記述してきた（Brouwer & Wagner, 2004; 
Hellermann, 2007; Mondada & Pekarek Doehler, 2004; Nguyen, 2011 など）。しかし一
方では、外部の理論に頼らず、CA の枠組みのみに基づく SLA 研究を確立させようとする
試みもなされている（Kasper, 2009; Markee, 2008 など）。 
CA-SLA は、L2 話者が社会的な活動として行う言語学習を記述する類のものと、L2 話
者の言語使用の縦断的な分析を通して相互行為能力の発達を記述するという、二つのタイ
プに分類できる（Kasper & Wagner, 2011; Mori, 2007）。以下では、これらの二つのタイ
プにそれぞれ関連する二つのトピック、すなわち、L2 話者のアイデンティティの再検討と、
相互行為能力の発達としての L2 学習の概念化という 2 点を中心に CA が SLA 研究にもた
らした知見を確認する。 
Firth & Wagner（1997）は、従来の SLA 研究の重大な問題の一つとして、それが L2
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力のことで（He & Young, 1998, p. 7）、「人々が知的で社会的に組織された相互行為に参
加する上で使用し、依存する能力」（Kasper, 2006, p. 86）である。先行研究では、相互行
為能力を構成する要素として、連鎖の組織、ターンの取得とデザイン、修復、活動の境界
の産出、スタンス、役割、アイデンティティの構築、多様な言語的・非言語的リソースの
使用などが挙げられており（Kasper, 2006; Markee, 2008; Nguyen, 2011; Young & Miller, 
2004 など）、多くの CA-SLA 研究がこれらの側面に注目して L2 話者の相互行為能力の発
達（＝L2 学習）を記述することを試みてきた（Hellermann, 2007; Markee, 2008; Nguyen, 
2011; Young & Miller, 2004 など）。相互行為能力は、独自の学習の理論を有しない CA が






CA-SLA の内部では、CA を SLA 研究に用いる際に生じるいくつかの問題が議論されて
きたが、その多くは、CA-SLA が、CA 本来の原則にどれほど忠実であるべきかに関わる
ものであったと言える。例えば、データの分析に際して徹底的にイーミックな視点を保持
することを強調する CA の方針に従う限り、CA-SLA が L2 学習を説明するために外部の
理論を持ち込むのは適切であるとは言えない（Kasper & Wagner, 2011, Markee, 2008; 
Mori, 2007）。また、相互行為能力の発達を捉えるために、特定の場面の相互行為を縦断的
に分析することにも議論の余地がある（Kasper & Wagner, 2011; 森, 2004; 義永, 2008）。
義永（2008）が指摘するように、「コンテクストに敏感な（context sensitive）」CA の基
本姿勢からすると、「A の時点と B の時点とで何らかの相違が観察されたとしても、それ
は時点 A と時点 B との「状況の異なり」に由来するものであるかもしれず、必ずしも「学
習者の能力の発達」を示すものとは結論づけられないからである」（p. 11）。このように、
CA-SLA は、その在り方について未だ議論の余地を残していると言える。 
一方、CA の外部からは、特に批判的談話分析（Critical Discourse Analysis, CDA）の
研究者らによって CA の認識論の限界が指摘されている。例えば、Fairclough（1995）は、
相互行為の組織上に明示的な関わりが示されない範疇でも、談話実践のテクストの分析で
は不可欠な場合があるとし、Schegloff が示した CA は、社会階層、権力、イデオロギーと
いった、社会構造の分析において極めて重要なカテゴリーを扱い損ねていると指摘してい
る（pp. 11-12）。また、Wetherell（1998）は、 CDA の分析者たちが CA を行うべきであ
るという Schegloff（1997）の主張を、不必要に限定された分析的記述と参加者たちの志
向の概念に基づくものであるとして退け、分析者の概念を用いて記述した相互行為を、参
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6．四つの理論的枠組みに共通する限界とそれが示唆する SLA 研究の方向性 
以上、SCT、状況的学習論、言語社会化、CA という四つの理論的枠組みについて、そ
れらが SLA 研究にもたらした知見を確認すると共に、各々の枠組みが有する限界、そし













































































では SLA を後者の意味において用いる。 




 3 本稿がこれらの四つの枠組みに注目するのは、それらが、社会的視点からなされた SLA 研究を
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